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(57)【要約】
【課題】ライト開口部近くにエア取り入れ口を設けても
、エア取り入れ口からの光の漏れを防止できる鞍乗り型
車両のヘッドライト装置を提供する。
【解決手段】光源とリフレクタとが設けられたハウジン
グ７０前面を覆うレンズ６０を有するヘッドライトＨＬ
と、レンズ６０の周囲を覆い、レンズ６０の照射面６３
を前方に臨ませるためのライト開口部３４を有するフロ
ントカウル３０とを備え、フロントカウル３０の、ライ
ト開口部３４近くに、走行風をヘッドライト後方へ取り
入れるエア取り入れ口３５が設けられ、レンズ６０の前
面側に、ライト開口部３４とエア取り入れ口３５との間
を仕切る仕切壁６７が設けられ、仕切壁６７の先端６７
ｃからエア取り入れ口３５側のレンズ６０の前面が黒く
塗装６８され、フロントカウル３０には、レンズ６０の
前面に向かって仕切壁６７の少なくとも片面に沿う対向
壁３６が設けられている。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源（１０１）とリフレクタ（１０２）とが設けられたハウジング（７０）と、このハ
ウジング（７０）の前面を覆うレンズ（６０）とを有するヘッドライト（ＨＬ）と、
　前記レンズ（６０）の周囲（６１，６２）を覆い、レンズ（６０）の照射面（６３）を
前方に臨ませるためのライト開口部（３４）を有するフロントカウル（３０）とを備えた
鞍乗り型車両のヘッドライト装置において、
　前記フロントカウル（３０）の、ライト開口部（３４）近くに、走行風をヘッドライト
後方へ取り入れるエア取り入れ口（３５）が設けられているとともに、
　前記レンズ（６０）の前面側に、前記ライト開口部（３４）とエア取り入れ口（３５）
との間を仕切る仕切壁（６７）が設けられ、該仕切壁（６７）の先端（６７ｃ）から前記
エア取り入れ口（３５）側のレンズ（６０）の前面が黒く塗装（６８）され、
　前記フロントカウル（３０）には、前記レンズ（６０）の前面に向かって前記仕切壁（
６７）の少なくとも片面に沿う対向壁（３６）が設けられていることを特徴とする鞍乗り
型車両のヘッドライト装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記ハウジング（７０）は単一のヘッドライト用灯体（１０１）を備えていると共に前
記レンズ（６０）は複数の照射面（６３）を備え、
　車両前面視で、前記エア取り入れ口（３５）は、前記複数の照射面（６３）の間でかつ
前記黒塗装部（６８）と重なる位置に設けられていることを特徴とする鞍乗り型車両のヘ
ッドライト装置。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記ヘッドライト（ＨＬ）は、ポジションライト（ＰＬ）用の光源（１０３）およびそ
の導光体（１０４）を有しており、
　車両前面視で、ポジションライト（ＰＬ）用光源（１０３）は、前記レンズ（６０）の
照射面（６３）から見て前記仕切壁（６７）よりも遠くに配置され、導光体（１０４）は
光源（１０３）と重なる位置（１０４ａ）から延びて、前記照射面（６３）の前記仕切壁
（６７）に隣接する位置（１０４ｂ）で照射面（６３）に臨むように配置されていること
を特徴とする鞍乗り型車両のヘッドライト装置。
【請求項４】
　請求項１～３のうちいずれか一項において、
　前記照射面（６３）を形成するレンズ壁（６３ｗ）は、前記仕切壁（６７）に対し、該
仕切壁（６７）の起立方向に関して中間部（６７ｂ）に接続されることを特徴とする鞍乗
り型車両のヘッドライト装置。
【請求項５】
　請求項１～４のうちいずれか一項において、
　前記レンズ（６０）の前面側には、前記照射面（６３）と前記仕切壁（６７）との間に
おいて車両後方に向かって凹む凹溝（６９）が形成され、この凹溝（６９）に、前記フロ
ントカウル（３０）の対向壁（３６）が入り込んでいることを特徴とする鞍乗り型車両の
ヘッドライト装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鞍乗り型車両のヘッドライト装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば特許文献１に見られるように、光源（２１０）とリフレクタ（１３１）と
が設けられたハウジング（１３０）と、このハウジング（１３０）の前面を覆うレンズ（
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１２０）とを有するヘッドライト（１１０）と、
　前記レンズ（１２０）の周囲を覆い、レンズ（１２０）の照射面（１２０ｃ）を前方に
臨ませるためのライト開口部を有するフロントカウル（ハンドルアッシー１００）とを備
えた鞍乗り型車両のヘッドライト装置が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－０９１１７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述したような鞍乗り型車両のヘッドライト装置においては、フロントカウルの、ライ
ト開口部近くに、走行風をヘッドライト後方へ取り入れるためのエア取り入れ口を設ける
ことが要請される場合がある。
　しかし、このような場合に、フロントカウルのライト開口部近くにエア取り入れ口を単
に設けたのでは、ハウジング内の光源からの光がレンズを介してエア取り入れ口から外部
へ漏れることがある。このようなエア取り入れ口からの光の漏れは、車両の外観を低下さ
せて商品性を低下させる。
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、ライト開口部近くにエア取り入れ口を設けても、エ
ア取り入れ口からの光の漏れを防止できる鞍乗り型車両のヘッドライト装置を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために本発明の鞍乗り型車両のヘッドライト装置は、
　光源とリフレクタとが設けられたハウジングと、このハウジングの前面を覆うレンズと
を有するヘッドライトと、
　前記レンズの周囲を覆い、レンズの照射面を前方に臨ませるためのライト開口部を有す
るフロントカウルとを備えた鞍乗り型車両のヘッドライト装置において、
　前記フロントカウルの、ライト開口部近くに、走行風をヘッドライト後方へ取り入れる
エア取り入れ口が設けられているとともに、
　前記レンズの前面側に、前記ライト開口部とエア取り入れ口との間を仕切る仕切壁が設
けられ、該仕切壁の先端から前記エア取り入れ口側のレンズの前面が黒く塗装され、
　前記フロントカウルには、前記レンズの前面に向かって前記仕切壁の少なくとも片面に
沿う対向壁が設けられていることを特徴とする。
　この鞍乗り型車両のヘッドライト装置によれば、フロントカウルのライト開口部近くに
設けられたエア取り入れ口によって、走行風をヘッドライト後方へ取り入れることができ
る。
　そして、レンズの前面側に、ライト開口部とエア取り入れ口との間を仕切る仕切壁が設
けられ、該仕切壁の先端からエア取り入れ口側のレンズの前面が黒く塗装され、さらに、
フロントカウルには、レンズの前面に向かって仕切壁の少なくとも片面に沿う対向壁が設
けられているので、ライト開口部からエア取り入れ口へ向かおうとする光があったとして
も、その光はレンズに設けられた仕切壁とカウルに設けられた対向壁とで阻まれやすくな
る。
　また、ハウジング内光源からレンズを通じてエア取り入れ口へ向かおうとするする光は
、仕切壁の先端からエア取り入れ口側のレンズの前面に施された黒色の塗装面によって阻
止されることとなる。
　したがって、この鞍乗り型車両のヘッドライト装置によれば、ライト開口部近くにエア
取り入れ口が設けられているにもかかわらず、エア取り入れ口からの光の漏れが防止（少
なくとも著しく抑制）される。
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　エア取り入れ口からの光の漏れが防止される結果として、車両の外観が向上し、商品性
が向上する。
【０００７】
　この鞍乗り型車両のヘッドライト装置においては、
　前記ハウジングは単一のヘッドライト用灯体を備えていると共に前記レンズは複数の照
射面を備え、
　車両前面視で、前記エア取り入れ口は、前記複数の照射面の間でかつ前記黒塗装部と重
なる位置に設けられている構成とすることができる。
　このように構成すると、レンズとハウジングを各１個にでき、かつ、複数の照射面の間
に、エア取り入れ口を設けても光漏れが生じないため、エア取り入れ口を複数の照射面の
間に設けることができ、結果として、ヘッドライト装置全体の小型化が可能となる。
【０００８】
　この鞍乗り型車両のヘッドライト装置においては、
　前記ヘッドライトは、ポジションライト用の光源およびその導光体を有しており、
　車両前面視で、ポジションライト用光源は、前記レンズの照射面から見て前記仕切壁よ
りも遠くに配置され、導光体は光源と重なる位置から延びて、前記照射面の前記仕切壁に
隣接する位置で照射面に臨むように配置されている構成とすることができる。
　このように構成すると、仕切壁の先端からエア取り入れ口側のレンズの前面に亘って施
された黒色塗装部の背部のレンズ内空間を有効に利用して、ポジションライト用の光源お
よび導光体の配置の自由度を高めることができる。
【０００９】
　この鞍乗り型車両のヘッドライト装置においては、
　前記照射面を形成するレンズ壁は、前記仕切壁に対し、該仕切壁の起立方向に関して中
間部に接続される構成とすることができる。
　このように構成すると、照射面を形成するレンズ壁が黒色塗装部の中間に向けて接続さ
れることとなるので、光漏れがより生じ難くなる。
【００１０】
　この鞍乗り型車両のヘッドライト装置においては、
　前記レンズの前面側には、前記照射面と前記仕切壁との間において車両後方に向かって
凹む凹溝が形成され、この凹溝に、前記フロントカウルの対向壁が入り込んでいる構成と
することができる。
　このように構成すると、仕切壁と凹溝と対向壁とでラビリンス形状が構成されるため、
光漏れがさらに生じ難くなる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明に係るヘッドライト装置の一実施の形態を設けた鞍乗り型車両の一例を示
す正面図。
【図２】同じく左側面図。
【図３】同じく部分拡大正面図。
【図４】フロントカウルを取り外した状態の部分省略正面図。
【図５】フロントカウルを取り外した状態の部分省略正面図で、黒塗り部分を示す図。
【図６】フロントカウルを取り外した状態の部分省略左側面図。
【図７】図３における部分省略７－７端面図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明に係る鞍乗り型車両のヘッドライト装置の実施の形態について図面を参照
して説明する。なお、図面は符号の向きに見るものとし、以下の説明において、前後、左
右、上下は、操縦者から見た方向に従い、必要に応じて図面に車両の前方をＦｒ、後方を
Ｒｒ、左側をＬ、右側をＲ、上方をＵ、下方をＤ、として示す。各図において、同一部分
ないし相当する部分には、同一の符号を付してある。
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【００１３】
　図１，図２に示す鞍乗り型車両１は、車体フレーム１０の前端に設けられたヘッドパイ
プ１１に、フロントカウルステイ８０（図６参照）を介してヘッドライト装置２が設けら
れている。なお、ヘッドパイプ１１には操舵装置２０が左右に回動可能に支持されている
。
【００１４】
　図２に示すように、車体フレーム１０は、ヘッドパイプ１１から後方に延びるメインフ
レーム１２を有しており、このメインフレーム１２にエンジンＥが固定されている。
　メインフレーム１２の後部に、ピボット１２ｐでスイングアーム１３が揺動可能に設け
られ、このスイングアーム１３の後端に、エンジンＥで駆動される後輪ＷＲが支持されて
いる。
【００１５】
　操舵装置２０は、ハンドル２１で回動操作される一対のフロントフォーク２２を有して
おり、このフロントフォーク２２の下端に前輪ＷＦが支持されている。
　操舵装置２０の後方に燃料タンクＴが配置され、その後方に、運転者が座るシートＳが
配置されている。メインフレーム１２の後部下部には運転者が足を載せるステップＳＴが
設けられている。
【００１６】
　この鞍乗り型車両のヘッドライト装置２は、ヘッドライトＨＬと、フロントカウル３０
とを備えている。
　図７に示すように、ヘッドライトＨＬは、光源１０１とリフレクタ１０２とが設けられ
たハウジング７０と、このハウジング７０の前面を覆うレンズ６０とを有している。
【００１７】
　図３に示すように、フロントカウル３０は、レンズ６０の周囲６１，６２（図４）を覆
い、レンズ６０の照射面６３を前方に臨ませるためのライト開口部３４を有している。ラ
イト開口部３４の近くには、走行風をヘッドライト後方へ取り入れるエア取り入れ口３５
が設けられている。
【００１８】
　図４，図７に示すように、レンズ６０の前面側には、ライト開口部３４とエア取り入れ
口３５との間を仕切る仕切壁６７が設けられ、該仕切壁６７の先端６７ｃからエア取り入
れ口３５側のレンズ６０の前面が黒く塗装されている。断面視での塗装部６８を図７に仮
想線（６８）で示す。また、正面視での塗装部６８を、図５にクロスハッチ（６８）で示
す。
　一方、図３，図７に示すように、フロントカウル３０には、レンズ６０の前面に向かっ
て（後方へ向かって）仕切壁６７の少なくとも片面に沿う対向壁３６が設けられている。
【００１９】
　この鞍乗り型車両のヘッドライト装置２によれば、フロントカウル３０のライト開口部
３４近くに設けられたエア取り入れ口３５によって、図７に矢印Ａで示すように走行風を
ヘッドライト後方へ取り入れることができる。
【００２０】
　そして、レンズ６０の前面側に、ライト開口部３４とエア取り入れ口３５との間を仕切
る仕切壁６７が設けられ、該仕切壁６７の先端６７ｃからエア取り入れ口３５側のレンズ
６０の前面（６８）が黒く塗装され、さらに、フロントカウル３０には、レンズ６０の前
面に向かって仕切壁６７の少なくとも片面に沿う対向壁３６が設けられているので、ライ
ト開口部３４からエア取り入れ口３５へ向かおうとする光があったとしても、その光はレ
ンズ６０に設けられた仕切壁６７とカウル３０に設けられた対向壁３６とで阻まれやすく
なる。
【００２１】
　また、ハウジング内光源１０１からレンズ６０を通じてエア取り入れ口３５へ向かおう
とするする光は、仕切壁６７の先端６７ｃからエア取り入れ口３５側のレンズ６０の前面
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に施された黒色の塗装面（６８）によって阻止されることとなる。
【００２２】
　したがって、この鞍乗り型車両のヘッドライト装置によれば、ライト開口部３４近くに
エア取り入れ口３５が設けられているにもかかわらず、エア取り入れ口３５からの光の漏
れが防止（少なくとも著しく抑制）される。
　エア取り入れ口３５からの光の漏れが防止される結果として、車両の外観が向上し、商
品性が向上する。
【００２３】
　なお、図示の実施の形態では、フロントカウル３０に設ける対向壁３６は、仕切壁６７
の片面である下面に沿うように一つだけ設けたが、仕切壁６７の両面（図７において上下
面）に沿うように一対設けてもよい。そのように構成すると、ライト開口部３４からエア
取り入れ口３５へ向かおうとする光をより確実に阻止する（遮光する）ことができる。
【００２４】
　図７に示すようにハウジング７０は単一のヘッドライト用灯体（光源）１０１を備えて
いると共にレンズ６０は複数の照射面６３（図３，図４に示すようにこの実施の形態では
吊り目状に左右２個）を備えている。
　図３に示すように、車両前面視で、エア取り入れ口３５は、複数の照射面６３，６３の
間でかつ黒塗装部６８（図５参照）と重なる位置に設けられている。
　つまり、左右の吊り目状の照射面６３，６３の間に略逆三角形状に黒塗装部６８が広が
っており、この黒塗装部６８の領域を活用してエア取り入れ口３５が設けられている。
【００２５】
　このように構成すると、レンズ６０とハウジングを各１個にでき、かつ、複数の照射面
６３の間に、エア取り入れ口３５を設けても光漏れが生じないため、エア取り入れ口３５
を複数の照射面６３の間に設けることができ、結果として、ヘッドライト装置２全体の小
型化が可能となる。
　図７に示す光源１０１はＬＥＤで構成されている。１０１ｂはそのＬＥＤ用基板である
。
【００２６】
　図７に示すように、ヘッドライトＨＬは、ポジションライトＰＬ用の光源１０３および
その導光体１０４を有している。
　車両前面視で（図７において矢印Ｒｒの方向に見て）、ポジションライトＰＬ用光源１
０３は、レンズ６０の照射面６３から見て仕切壁６７よりも遠く（後方）に配置され、導
光体１０４は光源１０３と重なる位置１０４ａから延びて、照射面６３の仕切壁６７に隣
接する位置１０４ｂで照射面６３に臨むように配置されている。
【００２７】
　このように構成すると、仕切壁６７の先端６７ｃからエア取り入れ口３５側のレンズ６
０の前面に亘って施された黒色塗装部６８の背部のレンズ６０内空間６０ｓを有効に利用
して、ポジションライトＰＬ用の光源１０３および導光体１０４の配置の自由度を高める
ことができる。
【００２８】
　なお、この実施の形態では、レンズ６０の照射面６３はその一部（上部）としてポジシ
ョンライトＰＬ用の照射面６３ｐを有しており、導光体１０４は光源１０３と重なる位置
１０４ａから、ポジションライトＰＬ用の照射面６３ｐの内側面と対向する位置（１０４
ｂ）まで延びている。
　光源１０３はＬＥＤで構成されている。１０３ｂはそのＬＥＤ用基板である。１０５は
リフレクタ、１０６はリフレクタ１０５の支持部材である。
【００２９】
　図７に示すように照射面６３を形成するレンズ壁６３ｗは、仕切壁６７に対し、該仕切
壁６７の起立方向（車体前後方向）に関して中間部６７ｂに接続されている。
　このように構成すると、照射面６３を形成するレンズ壁６３ｗが黒色塗装部６８の中間
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（６７ｂ）に向けて接続されることとなるので、光漏れがより生じ難くなる。
【００３０】
　レンズ６０の前面側には、照射面６３と仕切壁６７との間において車両後方に向かって
凹む凹溝６９が形成され、この凹溝６９に、フロントカウル３０の対向壁３６が入り込ん
でいる。
　このように構成すると、仕切壁６７と凹溝６９と対向壁３６とでラビリンス形状が構成
されるため、光漏れがさらに生じ難くなる。
【００３１】
　図７において、１０７はリフレクタ１０２の支持部材、１０８は光軸調整用のアジャス
タ、１０９はそのためのボールジョイントである。
【００３２】
　図１～図３において、４０は操舵装置２０の左右を覆うミドルカウルである。９０はヘ
ッドライトＨＬの前側下方にライセンスプレート（図示せず）を支持するプレート部９１
を有するライセンスプレートステイ９０であり、その左右の支持アーム９３の後端９４が
、図６に示すように、ヘッドライトハウジング７０の下面７１に設けられたステイ支持部
７２によって支持されている。
【００３３】
　図４，図６に示すように、フロントカウルステイ８０は、ヘッドパイプ１１から前方に
延びており、ヘッドライトＨＬの左右上方７３（Ｌ，Ｒ）と下部中央７５とを固定してい
る。
　フロントカウルステイ８０は、基部８１ｂがヘッドパイプ１１の取付部１１ｂにボルト
ナット８２で固定されるセンターアーム８１と、このセンターアーム８１から前方斜め下
方に延びる下部アーム８３と、センターアーム８１の先端において左右に延びるパイプ状
の横アーム８４と、この横アーム８４の両端に設けられたミラー固定部８５、８５と、こ
のミラー固定部８５よりも車幅方向内側において横アーム８４の前部に垂下された、前記
ヘッドライトハウジング７０の上部左右７３（Ｌ，Ｒ）の固定部８６、８６と、この左右
の固定部８６の後方において横アーム８４の後部に設けられたメータＭ用固定部８７，８
７とを有している。フロントカウルステイ８０の上記各部は溶接によって一体的に構成す
ることができる。
【００３４】
　下部アーム８３の下端８３ｂに前記ヘッドライトハウジング７０の下部中央７５がボル
ト（図示せず）で固定され、ミラー固定部８５、８５に左右のサイドミラーＳＭ（図１、
図２）がボルト（図示せず）で固定され、ヘッドライトハウジング７０の上部左右７３（
Ｌ，Ｒ）の固定部８６、８６に該ヘッドライトハウジング７０の上部左右７３（Ｌ，Ｒ）
がボルト（図示せず）で固定され、メータ用固定部８７，８７にメータＭが固定される。
【００３５】
　図３，図４に示すように、フロンカウル３０は、中央下部３１がレンズ６０に設けた固
定部６４に固定され、左右上部がヘッドライトハウジング７０の左右上部に設けられた固
定部７４（図４，図６）に固定されるとともにフロントカウルステイ８０のミラー固定部
８５、８５にサイドミラーＳＭ（図１）と共に共締めにて固定され、吊り目状レンズ部６
３の周囲に設けられた係合部（係合凹（穴）部または係合凸（爪）部）６５、６６に対し
て、係合固定される。
【００３６】
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明は上記の実施の形態に限定され
るものではなく、本発明の要旨の範囲内において適宜変形実施可能である。
【符号の説明】
【００３７】
　　１：鞍乗型車両、２：ヘッドライト装置、３０：フロントカウル、３４：ライト開口
部、３５：エア取り入れ口、３６：対向壁、６０：レンズ、６１，６２：レンズの周囲、
６３：照射面６３、６３ｗ：レンズ壁、６７：仕切壁、６７ｂ：中間部、６７ｃ：仕切壁
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の先端、６８：黒塗装部、６９：凹溝、７０：ハウジング、１０１：光源（ヘッドライト
用灯体）、１０２：リフレクタ、１０３：ポジションライト用光源、１０４：の導光体、
ＨＬ：ヘッドライト、ＰＬ：ポジションライト。

【図１】 【図２】
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